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    新学期がスタートして３ヶ月が過ぎ、７月１８日（金）には、前期前半が終了します。１年生に

　とっては、期待と不安でスタートした中学校生活だったと思いますが、今では中学生としての自覚

　をもって活動する姿をよく見かけるようになりました。２年生は、頼る立場から頼られる立場に変

　わり、１年生の先輩として何事にも積極的に取り組もうとする意欲がみられました。３年生は、中

　学生として最後の１年間を充実させていくために自分たちで考え・判断して行動できる自立心が育

　ってきました。一人一人の子どもたちが、自分自身の成長と課題をしっかりと振り返り、夏休みの

 　目標を立てて過ごしてほしいと思います。

　　保護者の皆様におかれましては、日頃より多大なるご協力をいただき、誠にありがとうございま

　す。夏休みには、子どもたちと家族で過ごす時間を大切にして、日頃できないラーケーションをお

 　願いいたします。

 

　６月１８日（水）から２０日（金）まで、

稲敷市総合体育大会が開催されました。各

部活動が掲げたスローガンを胸に、熱い戦

いが繰り広げられました。３年生にとって

は、これが最後の試合となった生徒も多く

いましたが、皆一様に全力で競技に臨むこ

とができました。勝負事に勝ち負けはつき

ものですが、それは結果であり評価ではあ

りません。汗を流し頑張ってきた過程が大

切です。頑張った一人一人にエールを送り

結果報告をさせていただきます。　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【男子テニス部】　団体　優勝                                    　　　  【県南総体出場】

                  個人　第１位・２位・３位２ペア　ベスト８　１ペア　    【県南総体出場】

 【女子テニス部】　団体　第３位

                  個人　第２位                                  　　  　【県南総体出場】

 【男子バスケ部】　準優勝

 【女子バスケ部】　第４位

【剣道部】　　　　男子団体　優勝　　　　女子団体　優勝          　　　  【県南総体出場】

                  男子個人　第１位　    女子個人　第１位・２位  　　　  【県南総体出場】

 

【陸上競技】 茨城県総合体育大会　共通男子走幅跳び　第２位（記録 6m13 ㎝）【関東大会出場】 

　           ※８月７日(木)開催　関東中学校陸上競技大会（宇都宮市）に出場します



 

 

 　

 

６月１９日（木）、吹奏楽部が桜川小学校に

　出向き、演奏会を行いました。当日は、「勇気 100
　％」「ジャンボリーミッキー」「アイドル」等、

　小学生が喜ぶ曲を次々に披露しました。途中で

　手拍子を始める子、踊り出す子など、会場は大

 　盛り上がりでした。

最後はアンコールに応えて「かわいいだけじ

　ゃだめですか」の演奏で最後を締めました。桜

　川小の児童の皆さんにとって、吹奏楽部の一人

 　一人が１番のアイドルでした。

   　

 

 

 

 

　７月６日（日）、有志ボランティア２２名が、大杉

神社と浮島直売所に分かれて、更生保護女性の会の皆

様と共に社会を明るくする運動に参加しました。参拝

者や買い物に来た方々に、大きな声であいさつをして

運動の趣旨を呼びかける姿に桜中生の頼もしさを感じ

るとともに、地域の皆様との結びつきの強さを実感し

 ました。

　夏休みには、桜川小学校児童の宿題にアドバイスし

てあげる「夏休み宿題応援し隊」にも２３名の生徒が

手を挙げています。優しく、わかりやすく小学生に教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  えてくれることを期待しています。

 

 

 

 

 

　　７月７日（月）、弁護士の方にお越しいただき、１

　年生と２年生で、「桜川中いじめ防止教室」を開催し

　ました。先生から、「許されるいじめはあるか？」の

　問に真剣に自分の考えを発表しようとする姿がありま

 　した。

　　以下は生徒の感想です。これからもいじめのない、

　いじめを生まない、いつでも安心できる桜川中学校を

   生徒と共につくっていきます。

 【感想】

 　〇　もしもいじめを見たら、見て見ぬふりをしないで、その人の居場所をつくってあげたい。

   〇　「いじめ」は、人を傷つけるし、未来の自分をも傷つけてしまうものなんだと感じた。

   〇　自分では遊びやふざけているつもりでもダメなんだと思った。

  〇　本当にあったいじめの話を聞いて悲しくなった。当時いじめた人が３５年経っても心から離れ

　　ずに悔やんでいる現実を知り、人の心を傷つけてはいけないと改めて感じた。


